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 プロジェクトの概要 

当プロジェクトは、茨城県日立市にある空

き家を、大学生と地域間の交流を目的とした

場所に再生し、地域の空き家問題を解決する

モデルケースとすることを目標とするプロ

ジェクトである。

 プロジェクトの成果報告 

　当初のプランとしては、宿泊者が利用する

ゲストハウスを考案していた。ゲストハウス

の内容としては、交流所を設け、宿泊者と交

流所を訪れる人が持ち寄りの本を用いて交流

できるような場を提案し、実践しようとした。

しかし、運営や金銭面からゲストハウスでは

なく、安定した家賃収入が得られるシェアハ

県北空き家再生プロジェクト
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ウスにプランを変更し、プロジェクトを進め

ていった。

　まず、大学近辺の空き家に対して実際に足

を運び、調査を行った。調査には、調査項目

を設定し、それぞれの調査対象をデータ化し、

比較検討を重ねながら、対象物件を選定して

いった。

　その結果、シェアハウスとして大学生が住

みやすいよう大学近くで、住宅街のため地域

交流を図りやすいと思われる空き家を数件選

定した。

　空き家の選定後は、空き家の持ち主の方と

連絡をとりながら、内覧会を行い、それぞれ

の空き家の状況を確認しながら、実際に改修

する空き家を一軒に絞った。

　対象物件が決定した後は、空き家の測量調

査を行い、敷地や、内部を図面化した。

　図面化したのち、模型を製作し、空き家の

改修案を1/30スケールで検討した。

改修案は、

・学生の住むシェアハウス

・工学部の学生が近くに住むことから「もの

づくり」をテーマに、学生と地域住民が創

作活動を通じて、交流を図る

という２つのテーマで、空き家を地域交流施

設にリノベーションする。

※本プロジェクトは、現在進行中で、現在は

リノベーションに関する諸条件を整理しな

がら実施への準備を着々と進めている。た

だ、現在計画中、進行中のプロジェクトで

あるため、公開できない内容があるため、

諸要素をぼかして記載しているため、ご了

承ください。

対象物件模型

改修案模型
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